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茂原市子ども・子育て支援に関するアンケート調査票 

～ご協力のお願い～ 
 

日頃より市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

茂原市では、子育て支援施策の基本理念である“未来に輝く子どもたち みんなで育てるまち もばら”

の実現を目指し、令和７（2025）年度から令和 11（2029）年度までを計画期間とする「第３期茂原市

子ども・子育て支援事業計画」の策定作業を進めています。 

計画の策定にあたっては、できるだけ多くの皆さまからご意見を伺い、計画に反映させるため、子育て

支援に関するアンケートを実施することといたしました。 

ご回答いただきました内容は、「茂原市子ども・子育て審議会」において審議し、計画に反映するととも

に、今後の市の子育て支援施策の検討のみに利用させていただくもので、回答者個人が特定されたり、プ

ライバシーに関わる内容が公表されたり、他の目的に利用されることは一切ありません。 

質問が多くご負担をおかけいたしますが、この調査の趣旨をご理解いただき、是非ご協力くださいます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

令和６年１月 

茂原市長 田中 豊彦 
 
 

【 ご記入にあたってのお願い ～必ず読んでからご回答ください～ 】 

１．ご記入は、宛名のお子様の保護者の方にお願いいたします。 

２．ご回答は、選択肢に □ （レ点）をつけていただく場合と、数字をご記入いただく場合がございます。

また、「その他」を選択した場合には、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

３．時間を数字でご記入いただく場合、24時間制（例：０ ９時～１ ８時）でご記入ください。 

４．設問によっては、ご回答いただく方が限られる場合がございます。注意書きや矢印に従ってご回答くだ

さい。特に注意書きのない場合は次の設問へお進みください。 

５．アンケート用紙が兄弟等、複数届いた場合は、お手数ですが対象のお子様ごとにご回答をお願いいた

します。 

６．ご記入いただいたアンケート用紙は、お手数ですが、１月３１日（水）までにこのアンケート用紙

が入っていた封筒に入れて、学校・幼稚園・保育所・認定こども園に提出してください。お名前の記

入は必要ありません。 

ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

茂原市役所 福祉部 子育て支援課 

電話 0475-20-1573 
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以下の教育・保育サービスの説明を参考にして回答してください。 

※本市で実施していないサービスや利用者負担の伴うサービスもあります。 

定期的な教育・保育事業 幼稚園・保育所・認定こども園など、月単位で定期的に利用している事業のことです。 

通
所
・通
園
施
設 

幼稚園 

学校教育法に基づく就学前の幼児の心身の発達を助長するための教育施設です。 

市内には、公立幼稚園として、新茂原幼稚園があります。 

私立幼稚園は、エンゼル幼稚園・ふたば幼稚園・茂原聖マリア幼稚園・もばら幼

稚園があります。 

認可保育所 

児童福祉法に基づく保護者が就学前の子どもの保育ができない場合に子どもを預

かって保育する児童福祉施設です。 

市内には、公立保育所として、東郷保育所・豊田保育所・鶴枝保育所・二宮保育

所・町保保育所・朝日の森保育所があります。 

私立保育園は、東茂原保育園があります。 

認定こども園 

親の就労に関わらず、就学前の子どもに学校教育・保育、および地域の子育て支

援を一体的に提供する施設です。保育開始年齢や保育時間の違い等に配慮した教

育・保育内容や体制で運営されています。市内には、アップル幼稚園・高師保育

園・ほのおかこども園・もばら空と杜のこども園があります。 

小規模保育事業 
０～２歳児を対象に、定員６～１９人の少人数で保育を行う施設です。 

市内には、小規模保育事業はぐくみがあります。 

家庭的保育事業 保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業です。 

事業所内保育事業 企業が従業員用に運営する施設です。 

居宅訪問型保育事業 ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業です。 

認可外保育施設 

認可保育所ではないが、県へ届出を出している保育施設です。 

市内には、みどりがおかチャイルドハウス・家庭的保育すくすく・たけのこ保育

園・杉の子保育園・KOKOMO 保育園・茂原中央病院たんぽぽ保育園・ヤクルト

保育室・宍倉病院託児室・キッズライン・千葉シールズ DXインターナショナル

スクールがあります。 

保
育
サ
ー
ビ
ス 

一時預かり 

育児者が急用・私用などのとき、子どもを保育所などで一時的に預かるサービス

です。市内には、高師保育園・東茂原保育園・朝日の森保育所・鶴枝保育所で実

施しています。 

病児・病後児保育 子どもが病気の時・回復期に預かるサービスです。 

ファミリー・サポート・センター 
地域において育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、保育施設終了

後の預かり（送迎を含む。）など、子育ての手助けをするしくみです。 

子育て支援センター 

就学前の乳幼児とその保護者が集まる場（親子が集まって過ごしたり、相談をし

たり、情報提供を受けたりする場）です。 

市内には、高師保育園（キッズ・ラボ）・東茂原保育園（チャオ）・アップル幼稚園（ば

ぶちゃんクラブ）・ほのおかこども園（こあらルーム）・もばら空と杜のこども園（き

つねルーム）に設置されています。 

ベビーシッター 育児や家事を援助する民間サービスです。 

ショートステイ 育児者の急用などのため、宿泊を含め子どもを預かるサービスです。 

放課後児童クラブ（学童保育） 

保護者が就労等で放課後保育できない小学生を、指導員等を配置して預かってい

ます。 

平日は下校後から 18 時 30 分まで、土曜日と長期休業中は 7 時 30 分から 18

時 30 分まで保育を行っています。（各クラブによって保育時間は異なります） 

児童センター 

遊びを通して児童の健康を増進し、情操を豊かにすることを目的とした施設です。子

どもたちが自由に来て遊ぶことができます。 

市内には、総合市民センター・五郷福祉センター・豊田福祉センター・二宮福祉セン

ター・東郷福祉センターがあります。 
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１．封筒の宛名のお子様とご家族のことについて 
 

問１ 宛名のお子様の生年月をご記入ください。（□内に数字をご記入ください。） 

西暦     

 

年   

 

月 生まれ 

 

問２ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

宛名のお子様からみた関係でお答えください。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 母親 □ 父親 □ その他（    ） 

 

問３ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 配偶者がいる □ 配偶者はいない 

 

問４ 宛名のお子様の子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

お子様からみた関係でお答えください。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 父母ともに □ 主に母親 □ 主に父親 □ 主に祖父母 □ その他（ ） 

 

問５ お住まいの地区は次のうちどちらですか。（あてはまるもの１つに☑） 

地区 大字 

□ 茂 原 

茂原 高師 高師町１～３丁目 萩原町１～３丁目 上林 鷲巣 上茂原 箕輪 

長谷 内長谷 墨田 早野新田 東茂原 大芝 千代田町１～２丁目 永吉新田 

八千代１～３丁目 道表 東部台１～４丁目 小林飛地 中部 茂原西 

高師台１～３丁目 大芝１～３丁目 

□ 東 郷 
千町 六ツ野 木崎 谷本 本小轡 小轡 新小轡 七渡 東郷 町保 中之郷飛地 

北高根飛地 川島飛地 

□ 豊 田 長尾 大登 小林 渋谷 腰当 北塚 ゆたか 

□ 二 宮 国府関 真名 山崎 押日 黒戸 庄吉 芦網 緑ヶ丘１～５丁目 

□ 五 郷 早野 綱島 中善寺 石神 八幡原 六田台 緑町 長清水 

□ 鶴 枝 上永吉 下永吉 猿袋 三ヶ谷 立木 台田 野牛 中の島町 

□ 本 納 本納 榎神房 高田 小萱場 法目 西野 桂飛地 榎神房高田入会地 

□ 新 治 
下太田 上太田 大沢 柴名 桂 吉井上 吉井下 榎神房飛地 板倉飛地 

金剛寺飛地 にいはる工業団地 

□ 豊 岡 萱場 弓渡 粟生野 御蔵芝 清水 千沢 南吉田 北吉田 
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２．宛名のお子様の保護者の就労状況についてお伺いします。 
 

問６ 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。（あてはまるもの１つに☑） 

（１）母親の状況について 【父子家庭の場合は記入不要です】 

□ 就労している（フルタイムで、産休・育休・介護休業中ではない） 

□ 就労している（フルタイムで、産休・育休・介護休業中） 

□ 就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中ではない） 

□ 就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中） 

□ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

□ これまでに就労したことがない 

⇒ （１）－①・②へ 

 

※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

※パートタイム・アルバイト等：フルタイム以外の就労 

 

（１）－①・② （１）で“就労している”と回答した方にお伺いします。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時間」

をお答えください。（□内に数字をご記入ください。） 

※就労日数や時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間は 24時間制（例：帰宅時間 １ ９ 時３ ０ 分） 

① 就労日数・ 

就労時間 
１週あたり  

 

日 ／ １日あたり   

 

時間   

 

分 

② 家を出る時間・ 

帰宅時間 
家を出る時間   

 

時   

 

分／ 帰宅時間   

 

時   

 

分 

 

（２）父親の状況について 【母子家庭の場合は記入不要です】 

□ 就労している（フルタイムで、産休・育休・介護休業中ではない） 

□ 就労している（フルタイムで、産休・育休・介護休業中） 

□ 就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中ではない） 

□ 就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中） 

□ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

□ これまでに就労したことがない 

⇒ （２）－①・②へ 

 

※フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

※パートタイム・アルバイト等：フルタイム以外の就労 

 

（２）－①・② （２）で“就労している”と回答した方にお伺いします。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」と「帰宅時間」

をお答えください。（□内に数字をご記入ください。） 

※就労日数や時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間は 24時間制（例：帰宅時間 １ ９ 時３ ０ 分） 

① 就労日数・ 

就労時間 
１週あたり  

 

日 ／ １日あたり   

 

時間   

 

分 

② 家を出る時間・ 

帰宅時間 
家を出る時間   

 

時   

 

分／ 帰宅時間   

 

時   

 

分 



 

5 

問６－１ 問６の（１）または（２）で「就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中では

ない）」、「就労している（パート・アルバイト等で、産休・育休・介護休業中である）」と回答した方にお伺いします。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれあてはまるもの１つに☑） 

（１）母親 

□ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

□ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

□ パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

□ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

（２）父親 

□ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

□ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

□ パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

□ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問６－２ 問６の（１）または（２）で「以前は就労していたが、現在は就労していない」、「これまでに就労

したことがない」と回答した方にお伺いします。 

就労希望はありますか。（それぞれあてはまるもの１つに☑、該当する□内に数字をご記入ください。） 

（１）母親 

□ 子育てや家事などに専念したい（就労予定はない） 

□ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい 

□ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 

≪希望する就労形態≫ 

□ フルタイム 

□ パートタイム・アルバイト等（１週あたり 日 １日あたり 時間） 

 

（２）父親 

□ 子育てや家事などに専念したい（就労予定はない） 

□ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい 

□ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 

≪希望する就労形態≫ 

□ フルタイム 

□ パートタイム・アルバイト等（１週あたり 日 １日あたり 時間） 

 

 

 

 

 

 

  

宛名のお子様が小学校就学前の方 ⇒ ６ページ 問７へ 

宛名のお子様が小学生の方 ⇒ 12 ページ 問16へ 
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３．宛名のお子様の平日の定期的な 

教育・保育事業の利用状況についてお伺いします。 
 

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、幼稚園や

保育所、認定こども園など、問７-1に示した事業が含まれます。 

 

問７ 宛名のお子様は現在、幼稚園や保育所・認定こども園などの「定期的な教育・保育の事業」を利用

されていますか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 利用している ⇒ 問７－１へ □ 利用していない ⇒ 問７－５へ 

 

問７－１ 問７で「利用している」と回答した方にお伺いします。 

宛名のお子様は、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用

している事業をお答えください。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 幼稚園 

□ 認可保育所 

□ 小規模保育施設 

□ 事業所内保育施設 

□ 居宅訪問型保育 

□ ファミリー・サポート・センター 

□ 幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ） 

□ 認定こども園 

□ 家庭的保育 

□ 自治体の認証・認定保育施設 

□ その他の認可外保育施設 

□ その他（    ） 

 

問７－２ 問７で「利用している」と回答した方にお伺いします。 

平日に定期的に利用している教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。また、どのくらい

利用したいですか。１週あたり何日、１日あたり何時間（何時～何時まで）かをお答えください。 

（□内に数字をご記入ください。）※時間は 24時間制（例：０ ９ 時～１ ８ 時） 

（１）現在 １週あたり  

 

日 ／ １日あたり   

 

時間（   

 

時 ～   

 

時） 

（２）希望 １週あたり  

 

日 ／ １日あたり   

 

時間（   

 

時 ～   

 

時） 

 

問７－３ 問７で「利用している」と回答した方にお伺いします。 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどちらですか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 市内 □ 市外 
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問７－４ 問７で「利用している」と回答した方にお伺いします。 

平日、定期的に教育・保育事業を利用されている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 子どもの教育や発達のため 

□ 子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 

□ 子育て（教育を含む）をしている方が就労予定又は求職中である 

□ 子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している 

□ 子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある 

□ 子育て（教育を含む）をしている方が学生である 

□ その他（         ） 

 

問７－５ 問７で「利用していない」と回答した方にお伺いします。 

平日、定期的な教育・保育事業を利用していない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに☑、□内に数字をご記入ください。） 

□ 子どもがまだ小さいため（ 歳くらいになったら利用しようと考えている） 

□ 利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなど） 

□ 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

□ 近所の人や父母の友人・知人がみている 

□ 利用したいサービスが地域にない 

□ サービスの利用方法がわからない（手続きや要件など） 

□ 利用したいが、教育・保育の事業に空きがない 

□ 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

□ 利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

□ 特に理由はない 

□ その他（         ） 

 

問８ すべての方にお伺いします。 

現在の利用状況にかかわらず、宛名のお子様の平日の教育・保育の事業として、定期的に利用したい

と考える事業をお答えください。なお、これらの事業の利用には一定の利用者負担が発生します。

（あてはまるものすべてに☑） 

□ 幼稚園 

□ 認可保育所 

□ 小規模保育施設 

□ 事業所内保育施設 

□ 居宅訪問型保育 

□ ファミリー・サポート・センター 

□ 幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ） 

□ 認定こども園 

□ 家庭的保育 

□ 自治体の認証・認定保育施設 

□ その他の認可外保育施設 

□ その他（    ） 

 

問８－１ 教育・保育事業を利用したい場所はどちらですか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 市内 □ 市外 
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問８－２ 問８で「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ）」に回答し、かつ「認可保

育所」から「その他」までのいずれかを回答した方にお伺いします。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。（あてはま

るもの１つに☑） 

□ はい □ いいえ 

 

問８－３ 問８で「幼稚園」から「その他」までのいずれかを回答した方にお伺いします。 

希望する教育・保育事業を、お子様が何歳になったら利用したいと思いますか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 産休あけ □ 生後６か月 □ １歳 □ ２歳 □ ３歳以上 

 

 

４．宛名のお子様の地域の子育て支援事業の利用状況についてお伺いします。 
 

問９ 宛名のお子様は、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情

報提供を受けたりする場で「子育て支援センター」と呼ばれています。）を利用していますか。 

（あてはまるもの１つに☑、該当する□内におおよその利用回数（頻度）をご記入ください。） 

□ 地域子育て支援拠点事業 

（市内には子育て支援センターのキッズ・ラボ、チャオ、ばぶちゃんクラブ、こあらルーム、き

つねルームがあります） 

１週あたり 回 もしくは １か月あたり 回程度 

□その他当該自治体で実施している類似の事業（具体名：     ） 

１週あたり 回 もしくは １か月あたり 回程度 

□ 利用していない 

 

問 10 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないができれば今後利用したい、あるいは、すで

に利用しているが利用日数を増やしたいと思いますか。 

（あてはまるもの１つに☑、該当する□内におおよその利用回数（頻度）をご記入ください。） 

□ 利用していないが、今後利用したい 

１週あたり 回 もしくは １か月あたり 回程度 

□ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

１週あたり 更に 回 もしくは １か月あたり 更に 回程度 

□ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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５．宛名のお子様の土曜・休日や長期休暇中の 

「定期的」な教育・保育事業の利用希望についてお伺いします。 
 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、認定こども園などの事業を指し、親族・知人による預かりは含みません。 

 

問 11 宛名のお子様について、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業（幼稚園・保育所・認

定こども園等）の利用希望（一時的な利用は除きます）はありますか。希望がある場合は、利用し

たい時間帯をご記入ください。 

（それぞれあてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：０ ９ 時から１ ８ 時まで） 

（１）土曜日 

□ 利用する必要はない 

□ ほぼ毎週利用したい 

□ 月に１～２回は利用したい 

 

⇒ 

利用したい時間帯 

  

 

時   

 

分から 

   

 

時   

 

分まで 

（２）日曜日・祝日 

□ 利用する必要はない 

□ ほぼ毎週利用したい 

□ 月に１～２回は利用したい 

 

⇒ 

利用したい時間帯 

  

 

時   

 

分から 

   

 

時   

 

分まで 

 

問 11－１ 問 11の（１）もしくは（２）で「月に１～２回は利用したい」を回答した方にお伺いします。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 月に数回仕事が入るため 

□ 親族の介護や手伝いが必要なため 

□ その他（    ） 

□ 平日にできない用事を済ませるため 

□ リフレッシュのため 

 

 

問 12 「幼稚園」または「認定こども園（教育）」を利用されている方にお伺いします。 

宛名のお子様について、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。

希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

（あてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：０ ９ 時から１ ８ 時まで） 

□ 利用する必要はない 

□ 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

□ 休みの期間中、週に数日利用したい 

 

⇒ 

利用したい時間帯 

  

 

時から   

 

時まで 

 

問 12－１ 問 12で「休みの期間中、週に数日利用したい」を回答した方にお伺いします。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 週に数回仕事が入るため 

□ 親等親族の介護や手伝いのため 

□ その他（    ） 

□ 買い物等の用事を済ませるため 

□ リフレッシュのため 
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６．宛名のお子様の不定期の教育・保育事業や 

宿泊を伴う一時預かり等の利用についてお伺いします。 
 

問 13 宛名のお子様について、不定期の就労、親の通院、私用等の目的で不定期に利用している事業はあ

りますか。１年間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。 

（あてはまるものすべてに☑、□内に数字をご記入ください。） 

利用している事業 日数（年間）  

□ 一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 

  

 

日 

⇒ 問 14へ 

□ 幼稚園又は認定こども園（教育）の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

  

 

日 

□ ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

  

 

日 

□ 夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 
  

 

日 

□ ベビーシッター   

 

日 

□ その他（      ）   

 

日 

□ 利用していない ⇒ 問 13－１へ 

 

問 13－１ 問 13で「利用していない」と回答した方にお伺いします。 

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 特に利用する必要がない 

□ 利用したい事業が地域にない 

□ 事業の内容・質に不安・不満がある 

□ 利用料がかかる・高い 

□ 事業の利用方法（手続き等）がわからない 

□ 自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

□ その他（         ） 
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問 14 宛名のお子様について、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用す

る必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な日数をご記入ください。 

（あてはまるもの１つに☑、ア～エはあてはまるものすべてに☑、該当する□内に数字をご記入く

ださい。） 

□ 利用したい 年間計   
 

日 

⇒ 問 14－１へ 

 

□ ア 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親

の習い事等）、リフレッシュ目的 
年間   

 

日 

□ イ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含

む）や親の通院 等 
年間   

 

日 

□ ウ 不定期の就労 年間   
 

日 

□ エ その他（    ） 年間   
 

日 

□ 利用する必要はない ⇒ 問 15へ 

 

問 14－１ 問 14で「利用したい」と回答した方にお伺いします。 

問 14 の目的でお子様を預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あてはまる

ものすべてに☑） 

□ 各幼稚園・保育所・認定こども園で実施する事業 

□ 規模に関わらず子どもを預かる事業 

□ その他（         ） 

 

問 15 宛名のお子様について、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児

不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）の

利用希望の有無について選択し、それぞれ必要な泊数をご記入ください。 

（あてはまるもの１つに☑、ア～エはあてはまるものすべてに☑、該当する□内に数字をご記入く

ださい。） 

□ 利用したい 年間計   
 

泊 

 

 

□ ア 冠婚葬祭 年間   
 

泊 

□ イ 保護者や家族の育児疲れ・不安 年間   
 

泊 

□ ウ 保護者や家族の病気 年間   
 

泊 

□ エ その他（    ） 年間   
 

泊 

□ 利用する必要はない  
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７．宛名のお子様の病気の際の対応についてお伺いします。 
 

問 16 問 7 で平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」と回答した方、「小学生の保護者」の方

にお伺いします。 

この１年間に、宛名のお子様が病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。（あてはまる

もの１つに☑） 

□ あった ⇒ 問 16－１へ □ なかった ⇒ 問 17へ 

 

問 16－１ 問 16で「あった」と回答した方にお伺いします。 

宛名のお子様が病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年

間に行った対処方法はどれですか。それぞれの日数もご記入ください。 

（あてはまるものすべてに☑、□内に数字をご記入ください。）※半日程度の利用も１日としてください。 

１年間の対処方法 日数（年間） 

□ 父親が休んだ   

 

日 

□ 母親が休んだ   

 

日 

□ 親族・知人（同居者を含む）に子どもをみてもらった   

 

日 

□ 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた   

 

日 

□ 病児・病後児の保育を利用した   

 

日 

□ ベビーシッターを利用した   

 

日 

□ ファミリー・サポート・センターを利用した 
  

 

日 

□ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた   

 

日 

□ その他（      ）   

 

日 

 

問 16－２ 問 16－１で「父親が休んだ」、「母親が休んだ」と回答した方にお伺いします。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数についても

ご記入ください。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用者負担があり、利用前に

かかりつけ医の受診が必要となる場合があります。（あてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入くだ

さい。） 

□ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 

□ 利用したいとは思わない 

⇒ 

 

年間 日  
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問 16－３ 問 16－２で「利用したいとは思わない」と回答した方にお伺いします。 

そう思われる理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 病気の時は自分で看病したいから 

□ 病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

□ 事業の質に不安がある 

□ 事業の利便性がよくない（立地や利用可能時間・日数など） 

□ 利用料がかかる・高い 

□ 利用料がわからない 

□ その他（         ） 

 

問 16－４ 問 16－１で「親族・知人（同居者を含む）に子どもをみてもらった」から「その他」のいず

れかを回答した方にお伺いします。 

宛名のお子様が病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合、「できれば父

母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 

問 16－1 の１年間の対処方法の日数のうち、仕事を休んで看たかった日数についてもご記入ください。 

（あてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入ください。） 

□ できれば仕事を休んで看たい 

□ 休んで看ることは非常に難しい 

⇒ 

 

年間 日 

 

 

 

 

問 16－５ 問 16－４で「休んで看ることは非常に難しい」と回答した方にお伺いします。 

そう思われる理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 子どもの看護を理由に休みがとれない 

□ 自営業なので休めない 

□ 休暇日数が足りないので休めない 

□ その他（         ） 

 

 

 

 

 

 

  

宛名のお子様が５歳以上の方 ⇒ 14 ページ 問17へ 

宛名のお子様が５歳未満の方 ⇒ 16 ページ 問20へ 
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８．宛名のお子様が５歳以上である方に、 

小学校就学後の放課後の過ごし方についてお伺いします。 
 

問 17 宛名のお子様について、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する週

あたりの希望日数をご記入ください。また、「放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には、利用を希

望する時間もご記入ください。（あてはまるものすべてに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：下校時から １ ７ 時まで） 

□ 自宅 週  
 

日くらい 

□ 祖父母宅や友人・知人宅 週  
 

日くらい 

□ 習い事（音楽、スポーツ、学習塾など） 週  
 

日くらい 

□ 児童センター 週  
 

日くらい 

□ 放課後子ども教室※ 週  
 

日くらい 

□ 放課後児童クラブ（学童保育） 週  
 

日くらい 

 
下校時 
から 

  
 

時 
まで 

□ 放課後等デイサービス 週  
 

日くらい 

□ ファミリー・サポート・センター 週  
 

日くらい 

□ その他（公民館、公園など） 週  
 

日くらい 

※放課後子ども教室：地域の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験

する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

 

問 18 宛名のお子様について、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の

時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する

週あたりの希望日数をご記入ください。また、「放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には、利用を

希望する時間もご記入ください。（あてはまるものすべてに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：下校時から １ ７ 時まで） 

□ 自宅 週  
 

日くらい 

□ 祖父母宅や友人・知人宅 週  
 

日くらい 

□ 習い事（音楽、スポーツ、学習塾など） 週  
 

日くらい 

□ 児童センター 週  
 

日くらい 

□ 放課後子ども教室 週  
 

日くらい 

□ 放課後児童クラブ（学童保育） 週  
 

日くらい 

 
下校時 
から 

  
 

時 
まで 

□ 放課後等デイサービス 週  
 

日くらい 

□ ファミリー・サポート・センター 週  
 

日くらい 

□ その他（公民館、公園など） 週  
 

日くらい 
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問 18－１ 問 17または問 18で「放課後児童クラブ（学童保育）」と回答した方にお伺いします。 

宛名のお子様について、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望はあります

か。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 

（それぞれあてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：０ ９ 時から １ ８ 時） 

 

（１）土曜日 

□ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

□ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

□ 利用する必要はない 

⇒ 

 

利用したい時間帯 

  

 

時から   

   

 

時   

 

分まで 

 

（２）日曜日・祝日 

□ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

□ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

□ 利用する必要はない 

⇒ 

 

利用したい時間帯 

  

 

時から   

   

 

時   

 

分まで 

 

問 19 宛名のお子様について、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、放課後児童クラブ（学童保育）

の利用希望はありますか。利用希望がある場合は、希望する時間帯もご記入ください。 

（あてはまるもの１つに☑、□内に数字をご記入ください。） 

※時間は 24時間制（例：０ ９ 時から １ ８ 時） 

□ 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

□ 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

□ 利用する必要はない 

⇒ 

 

利用したい時間帯 

  

 

時から   

   

 

時   

 

分まで 
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９．子育て全般について 
 

問 20 あなたは、子育てについてどのように感じていますか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 楽しいと感じることの方が多い ⇒ 問 20－１へ 

□ 楽しいと感じることと辛いと感じることは同じくらい 

□ 辛いと感じることの方が多い 

□ その他（         ） 

 

問 20－１ 問 20で「楽しいと感じることの方が多い」と回答した方にお伺いします。 

子育てをする中で、どのような支援・対策が有効だと感じていますか。（あてはまるもの３つまでに☑） 

□ 子育て相談窓口の充実 

□ 子育て支援のネットワークづくり 

□ 妊娠・出産に対する支援 

□ 子どもの教育環境 

□ 仕事と家庭生活の両立 

□ その他（    ） 

□ 保育サービスの充実 

□ 地域における子どもの活動拠点の充実 

□ 母親・乳児の健康に対する安心 

□ 子育てしやすい住環境の充実 

□ 子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

 

 

問 20－２ 問 20で「楽しいと感じることと辛いと感じることは同じくらい」、「辛いと感じることの方が

多い」と回答した方にお伺いします。 

子育ての辛さを解消するために必要なことはどのようなことですか。（あてはまるもの３つまでに☑） 

□ 子育て相談窓口の充実 

□ 子育て支援のネットワークづくり 

□ 妊娠・出産に対する支援 

□ 子どもの教育環境 

□ 仕事と家庭生活の両立 

□ その他（    ） 

□ 保育サービスの充実 

□ 地域における子どもの活動拠点の充実 

□ 母親・乳児の健康に対する安心 

□ 子育てしやすい住環境の充実 

□ 子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

 

 

問 21 あなたは、子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人がいますか。（あてはまるものす

べてに☑） 

□ 配偶者・パートナー 

□ 自分または配偶者の兄弟姉妹 

□ 友人・知人 

□ 職場の人 

□ 保育士・教諭 

□ 医師・看護師 

□ 児童相談所の相談員 

□ 学童クラブの指導員 

□ その他（    ） 

□ 子どもの祖父母 

□ 親類 

□ 近所の人 

□ 子育ての仲間 

□ 民生委員・児童委員 

□ 保健センター（保健師・栄養士） 

□ インターネット 

□ 相談する人（場所）がない 

 

 

  

⇒ 問 20－２へ 
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10．ご家庭の状況について 
 

問 22 あなたは次の公的制度やその他のサービスを利用した（支援を受けた）ことがありますか。 

（それぞれあてはまるもの１つに☑） 

 
利用している・ 

利用したことがある 

利用したことはない

が、知っている 
知らなかった 

① 児童手当 □ □ □ 

② 児童扶養手当 □ □ □ 

③ 就学援助 □ □ □ 

④ 生活保護 □ □ □ 

⑤ 児童相談所 □ □ □ 

⑥ スクールカウンセラー □ □ □ 

⑦ スクールソーシャルワーカー □ □ □ 

⑧ 高等学校等就学支援金 □ □ □ 

⑨ 奨学のための給付金 □ □ □ 

⑩ 母子父子寡婦福祉資金貸付金 □ □ □ 

⑪ 生活福祉資金貸付金 □ □ □ 

⑫ 子ども食堂※ □ □ □ 

※子ども食堂：貧困家庭や孤食の子どもたちに、無料または低額で食事を提供する取組のことです。千葉県内では、食事を

提供する場としてだけでなく、多世代交流の場や居場所づくりの場など様々な目的で実施されています。 

 

問 23 現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ 大変ゆとりがある □ ややゆとりがある □ 普通 □ やや苦しい □ 大変苦しい 
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11．市の子育て支援の取組について 
 

問 24 あなたは、子育てに関する情報をどこから入手していますか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 親族（親、きょうだいなど） 

□ 近所の人、地域の人 

□ 市役所、市の機関 

□ テレビ、ラジオ、新聞 

□ インターネット（ホームページなど） 

□ チーパス・スマイル 

□ 入手手段がわからない 

□ 友人、知人 

□ 保育所、幼稚園、認定こども園、学校 

□ 市の広報紙やパンフレット 

□ 子育て雑誌、育児書、フリーペーパー 

□ SNS（X（旧 Twitter）、Facebook など） 

□ その他（    ） 

□ 特に得ていない 

 

問 25 あなたは、子育てについて、どのような情報を得たいですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 子どもの発達や病気について 

□ 子どものしつけや勉強について 

□ 習い事や学習塾について 

□ 子どもの遊び場や施設について 

□ 子育ての手当や公的助成について 

□ 特にない 

□ 子どもの食事や栄養について 

□ 子どもの進学や進路について 

□ 子どもが参加できるイベントについて 

□ 子育ての相談窓口について 

□ その他（    ） 

 

 

問 26 茂原市は子育てしやすいまちだと思いますか。（あてはまるもの１つに☑） 

□ そう思う 

□ どちらかと言うとそう思わない 

□ どちらかと言うとそう思う 

□ そう思わない 
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問 27 市の子育て支援の取組についてどのように思いますか。現在の満足度と今後の重要度をそれぞれ

お答えください。（それぞれあてはまるもの１つに☑） 

支援の方向性 主な実施事業 

満足度（現在） 重要度（今後） 

満
足 

ま
あ
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

ま
あ
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

① 保育サービスの充実 
保育サービス、学童クラ

ブ、乳児保育、障害児保育

など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

② 子育て支援のネット

ワークづくり 

地域における子育て支

援、情報提供、相談支援な

ど 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

③ 経済的支援の充実 
保育料の減免、手当・補助

金の支給、医療費の助成

など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

④ 子どもや母親の健康

の確保 

各種訪問指導、各種健康

診査、健康相談、乳幼児発

達支援など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑤ 食育の推進 
離乳食指導、保育所・学校

給食、健康生活推進員に

よる活動など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑥ 小児医療体制の確保 
地域医療、休日・夜間医

療、二次救急医療など 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑦ 職業生活と家庭生活

との両立の支援 

働き方に関する意識啓

発、制度等の周知など 
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑧ 子育て世帯にやさし

い生活環境の整備 
公共施設の整備など □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑨ 子どもを犯罪等の被

害から守るための活

動の推進 

防犯講習の実施など □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑩ 児童虐待防止対策の

充実 

要保護児童対策地域協議

会の運営、訪問・相談等に

よる虐待予防など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑪ ひとり親家庭の自立

支援の推進 

ひとり親家庭等の自立・

就業支援、児童扶養手当

の支給など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

⑫ 障害児施策の充実 
相談支援、特別支援教育、

福祉サービス・サービス

提供体制の充実など 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
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問 28 これから子育てをしていく上で、あなたが現在必要としていること、重要だと思う支援等はどのよ

うなものですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□ 子どものことや生活のことなど悩みごとを相談できること 

□ 同じような悩みを持った人同士で知り合えること 

□ 民生委員・児童委員など地域の人から支援が受けられること 

□ 離婚のことや養育費のことなどについて専門的な支援が受けられること 

□ 病気や障害のことなどについて専門的な支援が受けられること 

□ 就職のための支援が受けられること 

□ 住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が受けられること 

□ 病気や出産、事故などの事情があったときに一時的に子どもを預けられること 

□ 子どもの就学にかかる費用が軽減されること 

□ 一時的に必要となる資金を借りられること 

□ 産後の育児不安や心身の不調などへのケアを受けられること 

□ 子ども食堂や学習支援など、子どもの貧困対策を充実すること 

□ その他（         ） 

□ 特にない 

 

問 29 子育て支援についてのご意見、ご提案があれば、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

なお、本アンケート調査に記載されている制度やサービス等についての 

ご意見・ご質問等は子育て支援課（0475-20-1573）まで 

お気軽にお問い合わせください。 


